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晩
年
の
江
原
に
関
わ
る
新
聞
記
事
と
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
木
村
久
一
氏
公
判

元
早
稲
田
大
学
講
師
文
学
士
木
村
久
一
大
学
評
論
編
輯
人
信

定
瀧
太
郎
両
氏
に
係
る
過
激
派
宣
伝
ビ
ラ
を
謄
写
配
布
し
た

不
敬
事
件
第
二
回
控
訴
公
判
は
廿
二
日
午
前
十
時
半
東
京
控

訴
院
刑
事
第
二
部
で
開
か
れ
た
が
各
弁
護
士
出
廷
直
ぐ
と
公

開
禁
止
さ
れ
証
人
貴
族
院
議
員
江
原
素
六
翁
を
喚
問
し
証
人

岡
田
哲
蔵
氏
を
出
廷
さ
せ
る
為
次
回
は
十
二
月
八
日
開
廷
に

決
し
て
午
後
零
時
閉
廷

�

（『
読
売
新
聞
』
大
正
九
年
一
一
月
二
三
日
）

さ
て
、
こ
の
木
村
久
一
（
一
八
八
三
～
一
九
七
七
）
と
い

う
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。
山
形
県
（
現
上
山
市
）
に
生
ま
れ

た
彼
は
、
東
北
学
院
を
卒
業
し
た
後
、
明
治
四
二
年
（
一
九

〇
九
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
進
学
、
心
理
学

を
専
攻
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
卒
業
後
は
、
江

原
が
校
長
を
つ
と
め
る
麻
布
中
学
校
に
就
職
し
英
語
を
教
え

た
。
江
原
素
六
が
残
し
た
資
料
に
は
、
版
心
に
「
麻
布
中
学

校
用
紙
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
に
記
さ
れ
た
、
下
記
の
よ
う

な
木
村
の
履
歴
書
が
あ
る
（
資
料
番
号
Ｗ
―
ｆ
―
27
）。

　
　
　
　
木
村
久
一
ト
麻
布
中
学
校
ト
ノ
関
係

�

木
村
久
一

一
大
正
元
年
十
一
月
就
職
（
大
学
卒
業
年
）

一
大
正
三
年
一
月
ヨ
リ
同
三
月
迄
三
ヶ
月
間
沼
津
駿
東
女
学

校
行

一
大
正
三
年
四
月
復
職

一
大
正
八
年
三
月
辞
職

筆
跡
か
ら
、
右
の
書
類
は
江
原
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
反
古
と
し
て
習
字
の
練
習
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

あ
く
ま
で
下
書
き
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
卒
業
年
に

は
齟
齬
が
あ
る
が
、
沼
津
の
駿
東
高
等
女
学
校
へ
の
赴
任
期

間
は
、
静
岡
県
立
沼
津
西
高
等
学
校
側
の
記
録
と
も
一
致
す

る
（『
高
女
・
西
高
九
十
年
史
』、
一
九
九
〇
年
、
一
四
七
頁
）。

た
だ
し
、
高
校
側
の
記
録
で
は
単
な
る
教
諭
と
さ
れ
て
い
る

が
、
木
村
が
「
臨
時
校
長
」
と
し
て
駿
東
高
女
に
赴
任
し
た

と
す
る
文
献
も
あ
る
（
福
家
崇
洋
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下

の
心
理
改
造
―
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
木
村
久
一
の
軌
跡

と
思
想
―
」『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
〇

年
）。
当
時
、
同
校
で
は
校
長
森
山
信
規
の
辞
職
・
後
任
問
題

が
起
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
江
原
が
木
村
を
送
り
込

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

沼
津
の
学
校
で
の
木
村
の
授
業
ぶ
り
を
、
た
ま
た
ま
参
観

し
た
江
原
が
「
こ
れ
は
人
物
だ
」
と
感
心
し
、
麻
布
中
学
校

に
招
聘
し
た
の
だ
と
い
う
生
徒
の
証
言
も
あ
る
が
（
片
山
巍

「
麻
布
学
園
と
私
―
な
つ
か
し
い
先
生
方
の
追
憶
―
」『
麻
布

学
園
の
一
〇
〇
年
　
第
二
巻
　
文
集
』、
一
九
九
五
年
）、
逆

で
あ
ろ
う
。

短
期
間
で
東
京
へ
も
ど
っ
た
木
村
は
、
そ
の
後
、
聖
学
院

神
学
部
・
青
山
女
学
院
・
早
稲
田
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ

た
ほ
か
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
星
島
二
郎
ら
が
創

刊
し
た
雑
誌
『
大
学
評
論
』
の
同
人
と
な
り
（
伊
藤
隆
『
大

正
期
「
革
新
」
派
の
成
立
』、
一
九
七
八
年
、
塙
書
房
）、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
社
会
評
論
に
筆
を
ふ
る
っ
た
。
同
七

年
（
一
九
一
八
）
に
は
吉
野
作
造
ら
に
よ
る
黎
明
会
の
結
成

に
も
参
加
、
さ
ら
に
早
稲
田
の
学
生
を
中
心
と
し
た
建
設
者

同
盟
に
加
わ
る
な
ど
、
次
第
に
社
会
主
義
へ
の
傾
斜
を
強
め

て
い
っ
た
。
麻
布
中
の
生
徒
出
身
者
に
は
、「
教
師
の
中
に
も

れ
っ
き
と
し
た
社
会
主
義
者
木
村
久
一
が
英
語
を
教
え
」
て

い
た
と
回
想
し
て
い
る
者
も
あ
る
（
橋
本
重
遠
「
七
十
余
年

前
の
麻
布
中
学
と
私
」、
前
掲
『
麻
布
学
園
の
一
〇
〇
年
　
第

二
巻
　
文
集
』）。

そ
し
て
、『
大
学
評
論
』
の
編
輯
者
信
定
滝
太
郎
ら
が
ロ
シ

ア
過
激
派
の
宣
伝
文
を
印
刷
・
配
布
し
た
と
い
う
嫌
疑
に
か

ら
み
、
同
誌
の
主
筆
だ
っ
た
木
村
も
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

六
月
、
収
監
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
宣
伝

文
に
は
、「
世
界
の
無
産
者
団
結
せ
よ
」
の
ほ
か
、「
ミ
カ
ド

を
倒
せ
」
と
い
っ
た
文
言
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
敬
罪
に

問
わ
れ
た
。
七
月
に
懲
役
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
控
訴
や
上
告

を
繰
り
返
し
た
が
、
翌
年
に
は
東
京
監
獄
に
送
ら
れ
た
。
江

原
が
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
の
は
、
大
審
院
へ
の
上
告
前
の

こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
木
村
に
と
っ
て
不
利
な
証
言
は

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

出
獄
後
の
木
村
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
線
か
ら
は
身

を
引
き
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
平
凡
社
に
入
社
、
編

集
長
と
し
て
『
世
界
大
百
科
事
典
』
の
作
成
に
注
力
し
た
。

戦
後
も
『
小
天
地
』、『
時
代
』
と
い
っ
た
雑
誌
の
編
集
に
あ

た
り
、
平
凡
社
の
顧
問
を
つ
と
め
て
い
た
。

も
と
も
と
木
村
は
東
北
学
院
の
出
身
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
江
原
素
六
と
の
関
係
も
そ
の
点
か
ら
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
。
江
原
葬
儀
時
の
資
料
と
し
て
、
木
村
の
名
刺

と
香
奠
包
が
現
存
す
る
の
で
、
弔
問
に
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
木
村
の
妻
は
麻
布
中
学
校
の
第
二
代
校
長
清
水
由
松

の
娘
で
あ
り
、
麻
布
中
学
校
勤
務
時
代
に
は
、
ま
だ
教
頭
だ
っ

た
清
水
の
家
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
片

木
健
一
「
麻
布
中
に
学
ぶ
」、
前
掲
『
麻
布
学
園
の
一
〇
〇
年
　

第
二
巻
　
文
集
』）。

�

（
樋
口
雄
彦
）

江
原
素
六
と
木
村
久
一

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 

74



大
名
に
家
臣
（
藩
士
）
が
い
る
よ
う
に
、
旗
本
に
も
家
臣

が
い
た
。
徳
川
将
軍
か
ら
見
れ
ば
、
家
来
の
家
来
、
つ
ま
り

陪
臣
で
あ
る
。
家
臣
と
い
う
よ
り
少
数
の
召
使
・
使
用
人
が

い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
小
禄
の
旗
本
と
は
違
い
、
大
身
の
旗

本
に
は
先
祖
代
々
仕
え
る
譜
代
の
家
臣
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。

維
新
後
、
徳
川
家
の
駿
河
移
封
に
随
従
す
る
こ
と
に
な
っ

た
際
、
旗
本
の
多
く
は
そ
れ
ま
で
召
し
抱
え
て
い
た
家
臣
を

解
職
し
、自
身
と
家
族
だ
け
で
移
住
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
中
に
は
、
五
〇
〇
〇
石
の
蜷
川
家
の
よ

う
に
家
来
二
名
と
そ
の
家
族
、
お
よ
び
下
男
・
下
女
、
計
十

余
名
を
引
き
連
れ
て
来
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
静
岡
で
は
自

分
が
生
活
し
て
い
く
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

持
参
し
た
財
産
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
家
臣
を
食
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
沼
津
兵
学
校
の
生
徒
に
は
、
元
主
君
と
元
家

臣
と
い
う
関
係
性
を
持
つ
、
あ
る
二
人
の
人
物
が
い
た
。
二

〇
〇
〇
石
の
旗
本
で
目
付
・
神
奈
川
奉
行
・
外
国
奉
行
・
陸

軍
奉
行
な
ど
を
つ
と
め
た
浅
野
氏
祐
（
次
郎
八
・
伊
賀
守
・

美
作
守
、
一
八
三
四
～
一
九
〇
〇
）
の
子
辰
夫
と
、
浅
野
家

の
用
人
を
つ
と
め
た
佐
々
木
丈
雄
（
直
右
衛
門
・
勝
継
、
一

八
一
九
～
九
五
）
の
子
慎
思
郎
で
あ
る
。

佐
々
木
慎
思
郎
（
諱
は
勝
吉
、
一
八
四
八
～
一
九
二
三
）

は
、
幕
末
、
弟
勇
之
助
や
主
君
の
子
浅
野
辰
夫
ら
と
と
も
に

旗
本
藤
沢
次
謙
（
浅
野
氏
祐
の
妹
婿
）
に
算
術
を
習
い
、
幕

府
の
海
軍
所
で
学
ん
だ
。
ま
た
、
主
君
浅
野
氏
祐
の
供
を
し

て
京
都
に
赴
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

一
〇
月
一
三
日
に
は
江
戸
芝
新
銭
座
の
大
小
砲
習
練
場
に
入

門
し
、
浅
野
辰
之
助
家
来
の
立
場
で
江
川
太
郎
左
衛
門
門
下

に
て
砲
術
を
学
ん
で
い
る
（『
江
川
英
龍
門
人
録
　
五
十
音
順

の
部
』、
二
〇
二
三
年
、
江
川
英
龍
公
を
広
め
る
会
）。
そ
し

て
、
維
新
後
は
浅
野
家
の
「
附
籍
」
と
し
て
駿
河
に
移
住
し
、

沼
津
兵
学
校
第
一
期
資
業
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
西
周
が

明
治
政
府
に
出
仕
し
沼
津
を
離
れ
る
と
、
そ
れ
に
同
行
し
、

東
京
で
西
が
開
い
た
育
英
塾
に
入
り
、
塾
頭
と
な
っ
た
。
明

六
社
に
は
客
員
と
し
て
参
加
し
た
。
陸
軍
省
の
文
官
な
ど
を

経
て
、
後
年
は
二
十
銀
行
頭
取
、
第
一
銀
行
・
東
京
海
上
保

険
会
社
取
締
役
な
ど
を
つ
と
め
、
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
。

「
温
厚
篤
実
に
し
て
思
慮
頗
る
周
密
な
人
で
、
一
言
一
行
苟
も

せ
ず
、
日
露
戦
後
新
会
社
が
雨
後
の
筍
の
如
く
簇
生
し
た
際

に
、
発
起
人
中
に
慎
思
郎
氏
の
署
名
し
た
新
会
社
の
為
に
信

用
を
増
し
た
程
で
あ
つ
た
」（『
奮
闘
活
歴
血
涙
の
あ
と
』、
実

業
之
日
本
社
、
一
九
二
五
年
）
と
ま
で
評
さ
れ
た
。

維
新
の
際
、
慎
思
郎
を
除
く
佐
々
木
家
の
人
々
は
東
京
に

残
り
、
丈
雄
は
次
男
勇
之
助
と
と
も
に
商
売
を
始
め
た
。
兄

慎
思
郎
に
代
わ
っ
て
丈
雄
の
跡
を
継
い
だ
佐
々
木
勇
之
助（
一

八
五
四
～
一
九
四
三
）
は
、
大
蔵
省
を
経
て
第
一
国
立
銀
行

に
入
り
、
渋
沢
栄
一
に
見
込
ま
れ
、
お
雇
い
イ
ギ
リ
ス
人
シ
ャ

ン
ド
に
師
事
し
て
洋
式
簿
記
を
身
に
付
け
る
。
や
が
て
渋
沢

の
片
腕
と
な
り
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
は
第
一
銀
行

の
第
二
代
頭
取
に
就
任
す
る
な
ど
、
兄
と
同
様
に
実
業
界
で

活
躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
佐
々
木
家
は
山
城
国
の
郷
士
で
、
享
保
年
間
に

江
戸
に
出
て
、
郡
上
藩
金
森
氏
や
旗
本
酒
井
氏
に
仕
え
た
後
、

浅
野
家
の
家
臣
に
な
っ
た
と
い
う
家
だ
っ
た
。
丈
雄
は
五
代

目
で
、
浅
野
家
に
仕
え
た
の
は
そ
の
父
勝
重
の
代
か
ら
だ
っ

た
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
高
禄
の
旗
本
で
あ
っ
て
も
、
知

行
所
の
名
主
な
ど
を
に
わ
か
に
取
り
立
て
家
臣
に
す
る
な
ど
、

百
姓
・
町
人
出
身
者
を
雇
用
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
佐
々
木
家
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
明
治
以

後
、
旗
本
家
臣
の
多
く
は
士
族
に
は
な
れ
ず
、
慎
思
郎
も
勇

之
助
も
戸
籍
上
は
平
民
だ
っ
た
。
静
岡
藩
に
お
け
る
慎
思
郎

の
身
分
も
、
正
式
な
藩
士
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
佐
々

木
丈
雄
・
勇
之
助
家
に
伝
来
し
た
多
く
の
資
料
は
、
現
在
、

文
京
区
立
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
（『
文

京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
年
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 
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沼
津
兵
学
校
に
学
ん
だ
主
従

―
浅
野
辰
夫
と
佐
々
木
慎
思
郎
―

浅野氏祐
『旧幕府』第４巻第７巻所載

浅野辰夫
佐々木恭之助氏提供

佐々木慎思郎
1918年撮影・古稀記念
佐々木恭之助氏寄贈



　当館では、学芸員資格の取得を目指す大学生・院生を、実習生として受け入れ
ています。今年度も８月19日（火）～９月２日（火）の期間、３人の学生が実習を
行いました。ぬましんストリートギャラリーでの館蔵資料展「べらぼうの時代
の沼津の文化」の企画から展示までを実習生が中心となって行いました。

▲展示作業のようす▲資料の取扱いの実習

沼津市明治史料館通信
第163号

令和７年10月31日
編集・発行　沼津市明治史料館
〒410-0051 沼津市西熊堂372-1

℡ 055‐923‐3335
℻ 055‐925‐3018

印刷　みどり美術印刷株式会社

博物館実習と館外展示の報告

沼
津
兵
学
校
頭
取
西
周
の
妻
升
子
の
日
記
に
、「
今
日
よ
り

佐
々
木
慎
思
郎
君
来
る
事
、
浅
野
様
、
御
子
息
御
頼
ミ
有
る
、

御
承
知
」（
明
治
二
年
三
月
二
日
条
）、「
今
日
、
浅
野
辰
夫
様

御
出
の
事
、
紳
六
郎
と
ゝ
も
に
、
小
学
校
に
御
か
よ
ひ
の
事
」

（
三
月
三
日
条
）
と
あ
る
（
川
崎
勝
「
西
升
子
日
記
―
幕
末
維

新
期
の
女
性
の
日
記
」『
南
山
経
済
研
究
』
第
一
四
巻
第
一
・

二
号
、
一
九
九
九
年
）。
浅
野
辰
夫
（
辰
之
助
）
は
、
慎
思
郎

の
周
旋
に
よ
り
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
に
入
り
、
西
の
養

子
紳
六
郎
と
と
も
に
通
学
し
た
の
で
あ
る
。
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
五
月
一
二
日
の
生
ま
れ
な
の
で
、
こ
の
時
一
三
歳
。

そ
の
後
、
辰
夫
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
徳
川
家
の
資
金

で
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
商
業
学
校
を
卒
業

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
撮
影
さ
れ
た
静
岡
藩
の
留
学
生
、

浅
野
・
竹
村
謹
吾
・
大
久
保
三
郎
・
川
村
清
雄
ら
四
名
の
集

合
写
真
も
現
存
す
る
（『
維
新
の
洋
画
家
川
村
清
雄
』）。
帰
国

後
は
工
部
省
工
作
局
五
等
属
を
経
て
、
第
一
銀
行
の
帳
面
方

や
各
地
の
中
学
校
で
教
員
を
つ
と
め
た
。
明
治
二
八
年
（
一

八
九
五
）
か
ら
は
暫
く
麻
布
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
し
（『
麻
布
学
園
の
一
〇
〇
年
』
第
一
巻
）、

大
正
期
に
は
奈
良
県
十
津
川
の
私
立
中
学
文
武
館
に
在
職
し

て
い
た
。『
教
育
百
科
問
答
　
第
一
編
　
算
術
之
部
』（
一
八

八
九
年
刊
、
原
成
美
訳
、
丸
善
書
店
他
）
と
い
う
校
閲
を
担

当
し
た
書
籍
も
あ
る
。
し
か
し
、「
若
殿
様
上
り
の
学
校
出
」

な
の
で
、
う
ま
く
世
渡
り
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
生
活

困
窮
に
よ
り
多
額
の
負
債
を
抱
え
、
明
治
三
十
年
代
に
佐
々

木
勇
之
助
に
対
し
経
済
的
援
助
を
求
め
た
書
簡
が
少
な
か
ら

ず
残
る
。
辰
夫
は
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
一
三
日
、

東
京
で
没
し
た
。

辰
夫
の
父
浅
野
氏
祐
は
、
駿
河
府
中
藩
中
老
、
静
岡
藩
権

大
参
事
・
政
事
庁
掛
（
藩
庁
掛
）
を
つ
と
め
、
廃
藩
後
、
明

治
五
年
七
月
ま
で
静
岡
県
参
事
の
任
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

上
京
、
東
京
日
本
橋
の
新
大
坂
町
で
雑
貨
商
を
営
ん
だ
が
失

敗
し
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
は
千
駄
ヶ
谷
の
公

爵
徳
川
家
達
家
の
家
令
を
つ
と
め
て
世
を
終
え
た
（「
故
浅
野

美
作
守
履
歴
」『
旧
幕
府
』
第
四
巻
第
七
号
）。
や
は
り
佐
々

木
家
が
経
済
的
支
援
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う（
佐
々

木
勇
之
助
「
昭
和
八
年
十
月
八
日
起
稿
」）。

辰
夫
の
弟
浅
野
乾
（
雉
次
郎
）
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
六
月
二
八
日
、
一
八
歳
の
時
、
慶
応
義
塾
に
入
学
し
て

い
る
が
、
そ
の
際
は
佐
々
木
慎
思
郎
が
証
人
に
な
っ
て
い
る

（『
慶
応
義
塾
入
社
帳
』
第
二
巻
、
一
九
八
六
年
）。『
伊
勢
新

聞
』『
甲
府
日
日
新
聞
』
の
記
者
を
経
て
、『
朝
野
新
聞
』
に

入
り
、『
絵
入
朝
野
新
聞
』
の
主
宰
者
と
な
っ
た
。
後
に
『
東

京
絵
入
新
聞
』『
関
西
日
報
』
に
転
じ
た
（『
明
治
新
聞
雑
誌

関
係
者
略
伝
』、
一
九
八
五
年
、
み
す
ず
書
房
）。
自
由
党
に

入
り
自
由
民
権
運
動
に
参
加
、
嚶
鳴
社
・
国
友
社
の
社
員
と

し
て
も
『
明
治
民
権
家
合
鏡
』（
一
八
八
〇
年
）、『
演
説
者
一

覧
』（
一
八
八
二
年
）
と
い
っ
た
演
説
家
の
番
付
に
名
前
が

載
っ
た
。「
筆
力
縦
横
」「
能
弁
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
能
ク
衆
ニ

通
ス
」「
鋭
敏
多
才
ナ
リ
ト
雖
モ
肝
小
ナ
ル
ハ
惜
ム
ヘ
キ
コ
ト

ナ
リ
」
と
評
さ
れ
た
（
大
井
通
明
『
日
本
全
国
新
聞
記
者
評

判
記
　
附
列
論
』、
一
八
八
一
年
）。
明
治
二
四
年
（
一
八
九

一
）
一
二
月
一
五
日
没
（
宝
祥
寺
過
去
帳
）。

佐
々
木
慎
思
郎
・
勇
之
助
兄
弟
の
子
ど
も
た
ち
が
実
業
界

や
学
界
な
ど
で
足
跡
を
残
し
た
一
方
、
浅
野
家
の
跡
は
絶
え

て
し
ま
っ
た
。
維
新
を
は
さ
ん
で
垣
間
見
ら
れ
た
、
旧
君
臣

間
の
明
暗
で
あ
る
。�

（
樋
口
雄
彦
）

明治39年（1906）
佐々木勇之助宛浅野辰夫借用証

佐々木恭之助氏寄贈


